
平成22年度事務事業評価表（平成2１年度振り返り）

政策名 16

所管課係名

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋②

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

5

（ 台 ） （ ） （ ） ■ あり □ なし 現状維持

平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

4

（ 台 ） （ ） （ ）

平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度

4

（ 台 ） （ ） （ ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

116,619 69,600

（ 人 ） （ 人 ） （ ％ ） □ あり ■ なし 現状維持

平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

116,452 74,080

（ 人 ） （ 人 ） （ ％ ）

平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度

115,943 74,995

（ 人 ） （ 人 ） （ ％ ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

16,240 1,488

（ 人 ） （ 人 ） （ ％ ） ■ あり □ なし 拡大

平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

16,340 847

（ 人 ） （ 人 ） （ ％ ）

平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度

16,421 747

（ 人 ） （ 人 ） （ ％ ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

114,606 4,778 4

（ ％ ） （ ％ ） （ ％ ） ■ あり □ なし 現状維持

平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

114,300 3,800 3

（ ％ ） （ ％ ） （ ％ ）

平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度

114,124 3,763 3

（ ％ ） （ ％ ） （ ％ ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

2 2 100

（ 回 ） （ 回 ） （ ％ ） □ あり ■ なし 現状維持

平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

2 2 100

（ 回 ） （ 回 ） （ ％ ）

平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度

2 2 100

（ 回 ） （ 回 ） （ ％ ）

346

意図 市民の健康増進を図るための事業計画
182 197 379

合意を得た率

健康課　田中百合子

地域医療協議会運営事
業

手段
7月、3月の年2回の会議を開催し、前年
度の事業報告及び翌年度の事業計画を報
告する。

改善の余地 23年度以降に向けた方向性

関係する機関により委員が構成されている
ので、実態に合っている。

保健医療の今日的課題に対し､協議する場とす
る。

166 180

選択項目 説明（選択理由） 選択項目 説明（選択理由）

132 180 312
22年度以降に向けた方向性 現状維持 所管課長名：

16-03-05

健康課
特定健診係

対象 市民。（関係機関10名の協議会委員）

協議会回数
協議会からの意見
等、報告した数

33,086

意図 休日における救急患者の初期対応
32,813 394 33,872

受診率

健康課　田中百合子

休日診療事業（医科・
歯科・準夜間）

手段

休日での診療について、医科及び歯科にそれぞれの会長
と委託契約しわくわく健康プラザと5医療機関で輪番で
初期治療を実施（午前9時～午後4時30分）準夜間につい
ては、滝山病院・前田病院と輪番で初期治療を実施（午
後5時～10時）開設日数72日

改善の余地 23年度以降に向けた方向性

初期治療のため、平日の医療との連携で適
切な医療に結び付けている。さらに今年度は
紹介先の医療機関へカルテ等を送信するた
め、FAX機を設置し医療連携の強化を図る予
定である。

　 休日初期診療業務の円滑な運営を図る。

32,703 396

選択項目 説明（選択理由） 選択項目 説明（選択理由）

31,790 404 32,194
22年度以降に向けた方向性 現状維持 所管課長名：

16-03-04

健康課
予防係

対象 市民全体

全市民 受診者数

3,365

意図
適切な医療が受けられる環境が整ってい
る 3,061 197 3,258

市民（小児）の小
児初期救急の利用
率

健康課　田中百合子

平日準夜間小児初期救
急医療事業

手段

多摩北部医療センター(月・水・金 平成２１年
７月より月～金）及び佐々総合病院（火・木・
金）で、5市医師会から派遣される小児科医が輪
番で診療行う。午後7時30分から午後10時30分ま
で実施。

改善の余地 23年度以降に向けた方向性

北多摩北部保健医療圏における小児初期救
急医療体制について、４市及び5市医師会・
東京都が協議を行い、医療連携の維持を図
る。
　２医療機関で週５日の実施を目指す。

北多摩北部保健医療圏における小児初期救急
医療体制の2医療機関で週5日実施を目指し、４
市及び5市医師会・東京都が協議を行い、医療連
携の維持を図る。3,185 180

選択項目 説明（選択理由） 選択項目 説明（選択理由）

4,063 202 4,265
22年度以降に向けた方向性 現状維持 所管課長名：

16-03-03

健康課
保健サービス係

対象 原則15歳以下の初期救急患者

15歳以下の対象数 受診者数

285,485

意図 良質な医療を継続して提供する。
283,432 197 292,626

市民の医療施設利
用に対する中の昭
和病院組合の利用
率

健康課　田中百合子

昭和病院組合参画事業

手段
昭和病院組合に対する組織市の分賦金に
関する覚書に基づき、四・半期別に分賦
金を支払う。

改善の余地 23年度以降に向けた方向性

市民の健康維持を推進するためのものであ
り、市の役割として妥当である。また 構成
市の住民の健康を保持するためであり、問題
ない。

市民が適切な医療を受けられるように、構成
市としての役割を果たす。

285,305 180

選択項目 説明（選択理由） 選択項目 説明（選択理由）

288,143 202 288,345
22年度以降に向けた方向性 現状維持 所管課長名：

16-03-02

健康課
予防係

対象 市内在住市民

全市民
昭和病院組合への
市民受診者数

481

意図
事業活動に活用することで効率の良い事
業運営を図る。 616 49 665

健康課　田中百合子

健康課車両管理事業

手段
健康課所管事務事業運営に活用
車両維持管理諸手続

改善の余地 23年度以降に向けた方向性

本庁、保健所への交換便や提出物。医療機
関配布物の輸送や保健指導、わくわく健康プ
ラン等で外部が多い。また車両についてもか
なりの年数を経過しているため、これに伴い
車両の老朽化により修繕費の増加が見込まれ
る。

　適切な車両配置の検討。

431 50

選択項目 説明（選択理由） 選択項目 説明（選択理由）

585 51 636
22年度以降に向けた方向性 現状維持 所管課長名：

16-03-01

健康課
予防係

対象 健康課所有車両

所有車両数

人件費
（理論値）

トータル
コスト

改革・改善の余地
（目的妥当性･効率性･有効性･公平性から）

改革・改善の余地を踏まえた
平成23年度以降に向けた事務事業の方向性

（所管課長記入欄）事務事業名
指標 指標 指標

事務事業
番号

事務事業の目的
（事務事業の対象、手段、意図）

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

事業費
（実績額）

だれもがいきいき幸せに暮らせるまち 施策番号・名 保健医療の推進とスポーツの振興 基本事業番号・名 16-03 保健医療施設の整備

東久留米市


